
ふつう

時代ごと 、 様式ごと 作家の
造形への視点の違いが理解

でき る

優れている

到達目標 A
時代、 様式、 作家別に創
作への視点の違いを の明
確に述べる事が出来る

科目名 デザイ ン研究１

英語科目名

学科・ 学年

担当教員
角田知義 教員の実務経験 有

評価基準＝ルーブリ ッ ク

ルーブリ ッ ク  評価
レベル５ レベル３

Desi gn st udy 1

デザイ ン科 イ ラ スト レ ーショ ン専攻 １ 年次 必／選 必 時間数 3

【 科目の目的】

人間が「 道具」 を使い始めると 同時に「 イ メ ージやメ ッ セージ」 を定着さ せる方法や技術が存在し
像力」 を中心に置き 「 文明、 文化、 芸術、 歴史、 ビジネス」 こ れら と の深い関係を理解する。 西洋
期、 更に社会の構造が大き く 変わる近代以降、 社会制度や産業構造が変わるその中で、 文化と し て
定着する。 歴史的な推移のなかで「 社会、 文化、 産業、 美術、 デザイ ン」 の関わり を西洋と 日本か
術と デザイ ンの理解を深める視点を獲得』 するこ と を目的と する。

【 科目の概要】
長い歴史を持つ造形の世界の多様性を学ぶ事で「 創造性と 想像力」 の理解を深める。 本授業は現代
タ ート する。 19世紀には、 絵画ではよく 知ら れている「 印象派」 が革命的な表現改革を成し 遂げる
が現在持っ ている美術表現の基本的な概念、 「 美し さ 」 や「 ら し さ 」 「 見る事への探求心」 「 意味
「 記号」 「 造形する技術」 等、 美術と デザイ ンが持つ同じ 課題に対し て、 過去の著名な作家達だけ
ショ ン」 を起こ し 、 新し い表現、 創造を生み出す試行錯誤の活動事例を参照し ながら 学ぶ。

【 到達目標】
目標A： 「 美術・ 芸術」 の発展の歴史を理解し 、 過去の作品群を通し て「 作家の視点（ 観察眼） の独
目標B： 西洋と 日本。 文化・ 造形方法（ 観察方法・ 描写技法） の違いから 表現の違い、 価値観の違い  
目標C： デザイ ン活動に役立つ、 造形の基本と なる「 観察眼」 「 創造力」 「 造形方法」 の体系を知る

【 授業の注意点】
授業に集中し てノ ート をと るこ と が必要です。 各自の理解度の確認、 理解の補助のために、 毎時間
「 授業の振り 返り 」 を記入し ます、 授業時間終了時に必ず提出するこ と 。
 授業時数の４ 分の３ 以上出席し ない者は評価を受けるこ と ができ ない。

到達目標 B

歴史的知識を ベースにし
て、 西洋と 日本の造形へ
のコ ンセプト の違いを 理

解し ている

西洋と 日本の造形表現、 考
え方の違いが理解でき る
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リ アリ ズム

フ ォ ービズム

5

20世紀、 抽象表
現と デザイ ンの

時代： ３
絵画の大き な改革： １ アカ デミ ーの権威

20世紀、 抽象表
現と デザイ ンの

時代 ４
絵画の大き な改革： ２ キュ ビズム

ガイ ダンス、 デザイ ンと
美術の関係

20世紀、 抽象表
現と デザイ ンの

時代： ２

光と 絵画の関係、 美術を
科学

2

デザイ ンと 美術
の関係: ２

西洋美術史を 理解すため
の基礎知識

3

20世紀、 抽象表
現と デザイ ンの

時代： １

19世紀末、 印象派の時代
から

4

【 教科書】

特定の教科書はない。 適時、 授業に必要な資料配布を行う 。

【 参考資料】

適時、 授業に必要な資料配布を行う 。

【 成績の評価方法・ 評価基準】
授業期間中のレポート 、 最終課題レポート の提出。 毎時間の受講振り 返り をまと めた振り 返り コ メ
総合的に評価する。
 最終課題レポート ： 55% 、 レポート ： 25%、 授業振り 返り ： 10%、  受講態度： 10%

※種別は講義、 実習、 演習のいずれかを記入。

科目名 デザイ ン研究１

「 観察力」 を 駆使するこ
と で過去の作品から 造形
方法の原理原則を 理解す

るこ と が出来る

新たな「 観察眼」 を 得る事
で、 作品から 今まで気が付
かなかっ た事に気が付く こ

と が出来る

到達目標 C

英語表記 Desi gn st udy 1

美術から 学ぶ事 1枚の絵画から 何

感性と 美術史 作品には感性だけ

西洋美術には読み取

芸術家が自由に制作でき た

ガイ ダンス 「 デザイ ン研究１

AI の時代の表現 生成AI が誰でも 使

授業テーマ 各授業の目的 授業内容 到達目標

1

デザイ ンと 美術
の関係: １

西洋近代化、 価値

教会が生み出し

中世から の価値観

神の時代から 科

画家達の葛藤

印象派と いう 革命

美術作品の決まり 事

芸術家は自由？

西洋近代化

教会の没落と 美術

社会の激変

科学の時代

「 写真術」 の脅威 物事を 忠実に写し

写真術によっ て仕事

何故「 印象派」 は

17世紀以降芸術

「 具象」 と い

「 色彩」 への

「 かたち」 の見え
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自己評価： S： と ても よく でき た、 A： よく でき た、 B： でき た、 C： 少し でき なかっ た、 D： まっ たく でき なか

備考 等

日本美術の多様
性： １

伝統、 日本の芸道、 家元
制度

10

より 良く 西洋美
術を理解するた
めの基礎： ２

イ コ ノ ロジー研究

11

より 良く 西洋美
術を理解するた
めの基礎： ３

構図と 色彩と 透視図法

12

現代アート と デ
ザイ ンの関係

アート と テク ノ ロジーと
認知

13

日本美術の多様
性： ２

江戸時代、 庶民のメ ディ
ア・ アート

14

日本美術の多様
性： ３

江戸から 明治へ大改革の
時代

15

6
時代： ４

表現の抽象化

ロシア構成主義

抽象表現

バウハウス

未来派

シュ ールレ アリ スム

神様と 美

7

20世紀、 抽象表
現と デザイ ンの

時代： ５

20世紀。 新し い表現のを
探る人々

8

20世紀、 抽象表
現と デザイ ンの

時代： ６
デザイ ンと の接点

9

リ アリ ズムの基

具体的にリ アルにリ アリ ズム

何故ルネサンスはルネサンス

透視図法

より 良く 西洋美
術を理解するた
めの基礎： １

古代美術から の「 美」 の
探求

黄金比

絵画を 読む

イ メ ージの時代

視覚言語

家元制度によっ て守

「 藝」 の意味 日本の「 藝」 と

江戸庶民の文化

反骨精神

技術継承

「 具象表現」 と 「 抽

人は「 美」 を どの

評価方法： 1. 小テスト ・ レポート ・ 振り 返り シート 、 2. パフ ォ ーマンス評価、 3. その他

贅沢禁止令の中

西洋の日本ブームと

明治時代の西洋化へ

西洋的思想を 受け

20世紀現代美術は

ジャ ポニズム

廃仏毀釈

新し い日本画

何故難し いのか

表現の多様性

人の脳と 認知

日本の見せ方 西洋と 日本の観察眼

浮世絵の世界 日本の「 浮世絵

庶民が楽し める「

「 抽象表現」 が

細部を 省略する

社会の変化が新

具象表現する事

言語に頼ら ないコ ミ

20世紀初頭、 新し い運動

新たな社会と 機械

作家の「 心の中」 が

古代の「 美の基

人が心地よいと 思

中世以降の絵画



時代区分、 様式区分を 理
解出来ない

有 実務経験の職種

レベル１

要努力

年度 2025

  学期 後期

単位数 2 種別※ 講義0

ク リ エイ ティ ブ
・ ディ レ ク タ ー

た。 我々が培っ て来た「 創造力」 「 想
で価値観が大き く 変わるルネッ サンス
美術と デザイ ンは私たちの生活の中に
ら の２ つの視点で見る事で『 現代の美

デザイ ンが育ち始めた19世紀から ス
。 美術の歴史を紐解き がなら 、 私たち
をかたちづく る活動」 「 イ メ ージ」
でなく 、 近未来に向けて「 イ ノ ベー

独自性、 重要性」 を知る
いを知る 
る

、 講義内容に対し ての質疑応答を含む

 

西洋と 日本の造形表現の
違い、 ポイ ント が理解出

来ていない



評
価
方
法

自
己
評
価

ント の提出。 受講態度、 出席状況など

   

学期 後期

「 観察眼」 の活用方法が
理解出来ずに表面的な感

想で終わる

年度 2025

  

1

何が学べるのかを 理解する

けで接し ないこ と を 理解する

1

取るルールが有る事を 理解する

た時期はわずかだっ たこ と を 理解する

１ 」 の目的を 理解し ている

使える時代の表現を 理解する

＝修得するスキル

値観の変化の流れを 理解する

1

し た価値観の大き さ を 知る

観の変化が美術表現を 変える

科学の時代への変化を 理解

1

し 取る事の衝撃を 理解する

事を 失っ た画家の仕事を 知る

は革命的だっ たのかを 知る

1

術を 支えてき た組織を 知る

いう 概念の広さ を 知る

自由を 求める考えを 知る

え方に拘る考え方を 理解する



かっ た

基本と なる透視図法を 知る

に表現する事の意味を 知る

は重要なのかを の理由を 知る

守ら れた技術継承の方法を 知る

1

と いう 言葉の意味を 知る

1

1

抽象表現」 の試行錯誤を 知る

の様に認知するのかを 知る

中でのレ ジスタ ンスを 知る

と 日本の価値観の有り 方を 理解

1

への大改革で生き た事を 知る

け入れ新たな方向を 模索する

はなぜ難解なのかを 考える

眼の違いと 表現の違いを 知る

絵」 と いう 表現世界を 知る

紙メ ディ ア」 の誕生を 知る

1

が目指し てゆく 事を 知る

る事で目指し たも のを 知る

新し い表を 求める事を 知る

1

1

1

1

1

事と イ メ ージの関係を 知る

ュ ニケーショ ンの基本を 知る

動の結節点と し ての役割を 理解する

械の融合を 目指す流れを 知る

が表現対象になる変化を 知る

基準」 と 神様の関係を 知る

思える比率が有る事を 知る

画を 読み取る技術を 知る
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